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連結子会社及び持分法適用会社の異動状況 

Ⅰ．２０１５年度 実績 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

（参考）決算期統一（3月）への取り組み状況（決算期変更による影響額） 

2016年3月末現在 
  項  目 連結子会社 持分法適用会社 計 2015年3月 増 減 
セグメント   

  
運輸 30 2 32 33 １社減 

  
レジャー 20 2 22 23 １社減 

  
不動産 4 0 4 4  

  
流通 15 3 18 18  

  
その他 17 0 17 17  

計 86 7 93 95 2社減 

減少内訳 

 運輸セグメント 
  ㈱千葉ロジテム 

  （15年7月㈱群馬ロジテムと合併による減少） 

 レジャーセグメント 
  東武トラベル㈱ 

  （15年4月トップツアー㈱と合併による減少） 

項　　目

セグメント 営業収益 営業利益 営業収益 営業利益

運輸 0 0 0 0 0 0
レジャー 0 0 0 1 6 △1
不動産 0 0 0 0 0 0
流通 0 0 0 1 2 0
その他 1 2 0 2 36 3

1 2 0 4 44 2

- 0 0 - △28 △1

1 2 0 4 16 1

社数
影響額（単位：億円）

１４年度

計

消去

合計

社数
影響額（単位：億円）

１５年度
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

15年度 14年度 
増 減 

参  考 

（実 績） （実 績） （計 画） （対計画） 

営業収益 5,743 5,833 ▲90 5,794 ▲51 

営業利益 644 532 112 586 58 

経常利益 560 461 99 492 68 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 
273 307 ▲34 242 31 

利益剰余金 1,527 1,317 210 1,497 30 

営業利益 ROA ※ 4.0% 3.5% 0.5P 3.6% 0.4P 

ROE ※ 7.1% 8.7% ▲1.6P 6.3% 0.8P 

１ 収益力(連結) 

※ 営業利益ROA=連結営業利益÷｛(期首総資産＋期末総資産）÷２｝ 
※ ROE=親会社株主に帰属する当期純利益÷｛(期首自己資本＋期末自己資本）÷２｝ 

※ 計画値は１5年11月12日開催の決算説明会時の見込数値を使用。 
                                   （Ｐ３～Ｐ１４）  
 

(単位：億円) 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

 １５年度 

  当期純利益２７３億円 

  （対前年同期：▲３４億円） 

営業損益 ： ＋112 

営業外損益 ： ▲14 

特別損益 ： ▲208 

税金等調整前 
当期純利益 ： ▲110 

親会社株主に
帰属する当期
純利益 

 

： 

 

▲34   

２ 損益項目の増減要因（14年度→15年度） 

１４年度 

１５年度 

(単位：億円) 

《営業損益》 

《営業外損益》 

《特別損益》 

＋６４４ 

▲８４ 

＋１１２ 

 

 ▲７０ 

＋５３２ 

▲１４ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

レジャー事業 
営業損益増 
：２ 

運輸事業 
営業損益増 
：６７ 

不動産事業 
営業損益増 
：４５ 

流通事業 
営業損益減 
：２ 

受取配当金減： 
９ 

支払利息減：７ 
その他減：１２ 

その他減：４５ 

特定都市鉄道整備準
備金取崩額減：３６ 

退職特別加算金 
増：３１ 

▲２０８ 

災害関連費用 
増：１３ 

 

特定目的会社 
資産売却に伴う 

受取配当金減：８３ 売上高営業利益率 

 １１．２ ％ ▲９４ 

＋１１４ 



16年3月末 15年3月末 
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３ 総資産の動き （15年3月末→16年3月末） 

負債（対15/3末）      ：   ▲２０７        

  有利子負債 ： ▲６５ 

      （借入金、社債、鉄道運輸機構未払金） 

  その他 ： ▲１４２ 

純資産（対15/3末）   ：    １６５ 

  利益剰余金 ： ２１０ 

       その他有価証券評価差額金 ： ▲１００ 

  その他 ： ５５ 

(単位：億円) 

※ カッコ内 

   負  債：有利子負債残高（億円） 

負債： 
１２,０１９ 
（８,３００) 

▲４２ 

負債： 
１１,８１２ 
（８,２３５) 

純資産： 
４,１１３ 

総資産： 
１５,９２５ 

Ⅰ．２０１５年度 実績 

純資産： 
３,９４８ 

総資産： 
１５,９６７ 

総資産（対15/3末）  ：     ▲４２ 

    投資有価証券 ：  ▲２３５ 

   有形固定資産 ：  １２０ 

   その他 ： ７３ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 

４ キャッシュフロー（連結） 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

１５年度 １４年度 
増 減 

参  考 

（実 績） （実 績） （計 画） （対計画） 

EBITDA １，１７３ １，０４８ １２５ １，１２３ ５０ 

（営業利益） （６４４） （５３２） （１１２） （５８６）  （５８） 

（減価償却費） （５２９） （５１６） （１３） （５３７）  （▲８） 

有利子負債残高 ８，２３５ ８，３００ ▲６５ ８，３６１ ▲１２６ 

有利子負債／ 

ＥＢＩＴＤＡ倍率 
７．０（倍） ７．９（倍） ▲0.9（P） ７．４（倍）  ▲0.4（P） 

純工事額 ６９３ １，５９５ ▲９０２ ８３２ ▲１３９ 

 参 考  １４年度純工事額のうち、東武百貨店池袋店および船橋店の資産買取価額・・・ 1,030億円 
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 

５ セグメント別営業利益(連結) 

１５年度 １４年度 
増 減 

参  考 

（実 績） （実 績） （計 画） （対計画） 

 運 輸 ３７６ 
（４．１%） 

３０９ 
（３．６%） 

６７ 
（０．５P） 

３５６ 
(３．９%) 

２０ 
（０．２P） 

 レジャー  ８２ 
（４．４%） 

８０ 
（４．６%） 

２ 
（▲０．２P） 

６６ 
(３．８%) 

１６ 
（０．６P） 

 不動産  １４０ 
（３．４%） 

９５ 
（２．３%） 

４５ 
（１．１P） 

１２９ 
(３．０%) 

１１ 
（０．４P） 

 流 通  
４ 

（０．４%） 
６ 

（０．６%） 
▲２ 

（▲０．２P） 
２ 

(０．２%) 
２ 

（０．２P） 

 その他 ５２ 
（２．５%） 

４７ 
（２．４%） 

５ 
（０．１P） 

３７ 
(１．８%) 

１５ 
（０．７P） 

（各ｾｸﾞﾒﾝﾄ合計値と連結営業利益との差額：ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引等に関わる消去額、下段カッコ：営業利益ROA）  

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 

《運輸事業》 

１５年度 

（実 績） 

１４年度 

（実 績） 

対前年 

増 減 

対計画 

増 減 
主な増減要因 

営業収益 ２，１６６ ２，１２０ ４６ ▲９  

鉄 道 １，６１５ １，５８８ ２７ ▲６ 

その他 ５５１ ５３２ １９ ▲３ 

営業費用 １，７９０ １，８１１ ▲２１ ▲２９ 

鉄 道 １，２８３ １，３０８ ▲２５ ▲１９ 

その他 ５０７ ５０３ ４ ▲１０ 

営業利益 ３７６ ３０９ ６７ ２０ 

鉄 道 ３３２ ２８０ ５２ １３ 

その他 ４４ ２９ １５ ７ 

注1 注2 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

注１　東武鉄道　鉄道業　人件費　　 ▲７０
　　　　　　　　　　　　物件費　　 ＋３８
　　　　　　　　　　　　動力費　　 ▲１４
　　　　　　　　　　　　諸税　　　 ＋５
　　　　　　　　　　　　減価償却費 ＋１２

注２　東武鉄道　鉄道業　人件費　　 ▲２
　　　　　　　　　　　　物件費　　 ▲９
　　　　　　　　　　　　動力費　　 ▲６
　　　　　　　　　　　　諸税　　　 ▲１
　　　　　　　　　　　　減価償却費 ▲１

東武鉄道　鉄道業の旅客人員・旅客収入 （単位：百万人、億円、％）

15年度 14年度 15年度

実　績 実　績 増　減 ％ 計　画 増　減 ％

定期外 316 309 7 2.1 315 1 0.1

定　期 588 576 12 2.1 588 0 0.0

（特急※） 6 6 0 0.6 6 0 ▲ 1.6

計 904 885 19 2.1 903 1 0.0

定期外運賃 735 722 13 1.9 738 ▲ 3 ▲ 0.3

特急料金 55 55 0 0.2 56 ▲ 1 ▲ 2.2

定期運賃 658 645 13 1.9 658 0 ▲ 0.1

計 1,448 1,422 26 1.8 1,452 ▲ 4 ▲ 0.3
※旅客人員の特急は、定期外・定期人員の内数である。

旅客
人員

旅客
収入

対 前 年 対 計 画
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 輸送人員（定期・定期外）の増減率の推移（対前年比較）  

Ⅰ．２０１５年度 実績 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 《レジャー事業》 
１５年度 

（実 績） 

１４年度 

（実 績） 

対前年 

増 減 

対計画 

増 減 
主な増減要因 

営業収益 ７９０ ７９６ ▲６ ３ 

ホテル １７１ １６８ ３ ▲１ 

スカイツリー １５１ １６５ ▲１４ １ 

その他 ４６８ ４６３ ５ ３ 

営業費用 ７０８ ７１６ ▲８ ▲１３ 

ホテル １６４ １６４ ０ ▲３ 

スカイツリー ９２ ９５ ▲３ ▲８ 

その他 ４５２ ４５７ ▲５ ▲２ 

営業利益 ８２ ８０ ２ １６ 

ホテル ７ ４ ３ ２ 

スカイツリー ５９ ７０ ▲１１ ９ 

その他 １６ ６ １０ ５ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

主なホテルの状況（実績）

15年度 14年度 増　減 15年度 14年度 増　減

　銀　座 93.9 94.0 ▲ 0.1 154 142 12

　錦糸町 86.5 91.6 ▲ 5.1 149 197 ▲ 48

　成　田 79.8 82.1 ▲ 2.3 - - -

客室稼働率（％） 婚礼組数（組）

※成田はH26.10月～H27.2月まで耐震工事を行いました。同期間の稼働率について
は、耐震工事を行った客室を除いて計算しています。

※東京スカイツリー入場者数

　15年度実績　約479万人

　14年度実績　約531万人

　15年度計画　約470万人
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東京スカイツリータウンの一日平均来場者数の推移 

Ⅰ．２０１５年度 実績 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 《不動産事業》 
１５年度 

（実 績） 

１４年度 

（実 績） 

対前年 

増 減 

対計画 

増 減 
主な増減要因 

営業収益 ５４５ ５６８ ▲２３ ６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             注 
 

  

賃 貸 ３３３ ３３９ ▲６ ▲１ 

タウン １２８ １２９ ▲１ １ 

分 譲 ８４ １００ ▲１６ ６ 

営業費用 ４０５ ４７３ ▲６８ ▲５ 

賃 貸 ２１５ ２２６ ▲１１ ▲５ 

タウン １１０ １０９ １ ▲３ 

分 譲 ８０ １３８ ▲５８ ３ 

営業利益 １４０ ９５ ４５ １１ 

賃 貸 １１８ １１３ ５ ４ 

タウン １８ ２０ ▲２ ４ 

分 譲 ４ ▲３８ ４２ ３ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

※スカイツリータウン来場者数
　15年度実績　約3,360万人

　14年度実績　約3,453万人

　15年度計画　約3,200万人

販売用不動産評価損　４１

注 

分譲販売戸数 単位：戸
１５年度
実　績

１４年度
実　績

対前年
増　減

１５年度
計　画

対計画
増　減

戸建住宅 38 13 25 30 8
マンション 166 422 ▲ 256 169 ▲ 3

戸建住宅 38 13 25 30 8

マンション 134 194 ▲ 60 137 ▲ 3

販売戸数

持分換算後
販売戸数
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 
《流通事業》 

１５年度 

（実 績） 

１４年度 

（実 績） 

対前年 

増  減 

対計画 

増  減 
主な増減要因 

営業収益 １，９９４ ２，０５１ ▲５７ ▲２５ 

百貨店 １，７７４ １，８３０ ▲５６ ▲２９ 

その他 ２２０ ２２１ ▲１ ４ 

営業費用 １，９９０ ２，０４５ ▲５５ ▲２７ 

百貨店 １，７７９ １，８３３ ▲５４ ▲３０ 

その他 ２１１ ２１２ ▲１ ３ 

営業利益 ４ ６ ▲２ ２ 

百貨店 ▲５ ▲３ ▲２ １ 

その他 ９ ９ ０ １ 

注1 注2 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

更新予定 注１
　池袋店　　▲３８
　宇都宮店　▲１３
　船橋店　　▲　５

注２
　池袋店　　▲１８
　宇都宮店　▲　７
　船橋店　　▲　４
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Ⅰ．２０１５年度 実績 

(単位：億円) 

《その他事業》 

１５年度 

（実 績） 

１４年度 

（実 績） 

対前年 

増  減 

対計画 

増  減 
主な増減要因 

営業収益 ９１０ ９５６ ▲４６ ３０ 

営業費用 ８５８ ９０９ ▲５１ １５ 

営業利益 ５２ ４７ ５ １５ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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東武アーバンパークラインの高いポテンシャルを最大限活用し、 

エリア内の定住化促進と交流人口を創出 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略１ 鉄道事業の利便性・安全性の向上  東武ｱｰﾊﾞﾝﾊﾟｰｸﾗｲﾝの利便性・快適性の向上  

① 大宮～春日部間急行運転開始（１６年３月２６日ダイヤ改正） 

・広域交流拠点である大宮駅までの所要時間を短縮（最大７分短縮） 

② 大宮駅の機能高度化 

・鉄道路線間の乗換改善や東西自由通路及び東口駅前広場整備等 

による回遊性向上を検討中 

③ 岩槻駅の橋上化（１６年度完成予定） 

・区画整理事業の進捗に合わせ反対口を開設するため、駅の橋上化 

工事を推進中 

④ 春日部駅付近連続立体交差事業 

・東西市街地の一体化による総合的なまちづくりを推進するため、 

 連続立体交差事業の事業化を協議中 

⑤ 清水公園～梅郷間連続立体交差事業 

・東西市街地の一体化による総合的なまちづくりを推進中 

⑥ 六実～逆井間複線化工事（１６年度工事着手） 

・船橋～柏間全区間複線化により、速達性の向上を図り、東京・千葉 

 方面へのアクセス強化を実施 

⑦ ソライエ清水公園アーバンパークタウン 

・戸建住宅を中心とした約５００区画（約９．１ｈａ）の 

大規模分譲開発を推進中 

⑧ マンション分譲 

・ソライエ船橋塚田（１２９戸、１７年３月竣工予定） 

・パークホームズ船橋塚田（１０７戸、１７年３月竣工予定） 
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新型特急「５００系」の導入（１７年春運行開始予定） 

 ～併結・分割機能を活かした多線区でのフレキシブルな運行～ 

運行パターン（イメージ） 
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「５００系」エクステリアデザイン（イメージ） 「５００系」インテリアデザイン（イメージ） 

■新型特急「５００系」  

・開発コンセプト： 

  「さまざまな運行形態で運用可能な速達性と快適性を持った特急車両」 

・導入車両数： ２４両（３両固定×８編成） 

・デザイン監修 ：ＫＥＮ ＯＫＵＹＡＭＡ ＤＥＳＩＧＮ（代表 奥山 清行氏） 

 

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン 

日
光
線 

鬼怒川線 

伊勢崎線 

東武日光 

浅草 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略１ 鉄道事業の利便性・安全性の向上  質の高い輸送サービスの提供  



■副都心線直通列車の急行運転開始 
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■上りTJライナー新設・下りTJライナー増発 

・朝通勤時間帯に上りTJライナーを２本新設 

 停車駅 ：  森林公園、東松山、坂戸、川越、ふじみ野 ⇒ 池袋 

・夕ラッシュ時間帯の下りTJライナーを３本増発 

  平  日 ： 池袋発１８時～ ０時まで３０分間隔運転（現行１０本⇒１３本） 

  土休日 ： 池袋発１７時～２１時まで３０分間隔運転（現行 ６本⇒ ９本） 

  ※ ０８年６月の運転開始以降、増発後も安定した乗車率を維持 

TJライナー 

ＴＪライナーの新設・増発、副都心線直通列車の急行運転開始 
（１６年３月２６日ダイヤ改正） 
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愛称名：Fライナー 

TJライナー乗車率・運行本数 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略１ 鉄道事業の利便性・安全性の向上  質の高い輸送サービスの提供  

6本 6本 

4本 

9本 

10本 

13本 

9本 

2本 

・副都心線直通列車のうち、速達性の高い直通列車に愛称名 

 を付け運行。広域ネットワークを活かし、交流人口を創出 



■ホームドア（可動式ホーム柵）の導入・推進 
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基本戦略１ 鉄道事業の利便性・安全性の向上  さらなる安全性の向上  

ホームドア（可動式ホーム柵）の導入を推進 

 ～安全性と信頼性を高める取り組みでさらなる安心を提供～ 
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Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

「７００００系」エクステリアデザイン（イメージ） 

和光市駅可動式ホーム柵 

和光市・川越 

・和光市駅（１６年３月使用開始）   

・川越駅（１７年度完成予定） 

北越谷・池袋・朝霞 

・東京2020オリンピック・パラリンピック 

競技大会の競技会場最寄駅である 

北越谷・朝霞および拠点駅である 

池袋への導入を優先して検討中 

■日比谷線新型車両「７００００系」(１７年上期より営業運転開始予定） 

・１９年度までに日比谷線直通用車両全編成を２０ｍ７両化に更新（予定） 

・東武スカイツリーラインの通勤車両を２０ｍ４扉化に統一することより、 

ホームドア（可動式ホーム柵）整備を促進 



■進捗状況 

連続立体交差事業により、分断された市街地を一体化 

～総合的なまちづくりを推進～ 
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清水公園～梅郷間 

・高架橋工事推進中 

竹ノ塚駅付近   

・高架橋工事推進中 

・１６年５月２９日下り急行線高架化予定 

とうきょうスカイツリー駅付近 

・１６年３月 都市計画決定 

・墨田区が進める事業認可手続きに協力 

竹ノ塚駅付近 連続立体交差事業 

春日部駅付近 

・事業化を目指し、埼玉県・春日部市と協議中 

基本戦略１ 鉄道事業の利便性・安全性の向上  さらなる安全性の向上  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

大山駅付近   

・事業化を目指し、東京都と協議中 



来場者の維持拡大 
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天望シャトルの改修・団体バスの受入体制強化等 
～来場者の維持拡大に向けた営業体制・誘客活動強化～ 

強風等による天望シャトルの運転休止（実績） 
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東京スカイツリー®来場者に占める 

学生団体（修学旅行）割合 

基本戦略２ 東京スカイツリータウンの継続的な収益力強化  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

■天望シャトル（エレベーター）の改修 

 ・強風時の利用制限を改善する改修工事を推進 

 ・１基目の工事完了後は全面的な営業休止・中止実績はなし 

  １基目：１５年８月 ３日 運行再開 

   ２基目：１６年３月１１日 運行再開 

   ３基目：１６年度工事予定 

■団体バスの受入体制強化  

・団体バス駐車場の増備（１５年１０月、１６年４月） 

・団体バスの駐車時間を最大３時間まで拡大（１５年１２月） 

 ⇒滞在時間の延長により、天望回廊の利用とタウン内の回遊を促進 

■国内観光営業活動の強化 

・全国各地で積極的なプロモーション活動を展開（北陸・近畿・中部・四国他） 

・戦略的な修学旅行の誘致活動 

※12年度は 
 5月22日開業後より 

■天望デッキと天望回廊の入場をセットにした旅行商品の販売 

・１５年１０月 個人旅行の入場開始 （東武トップツアーズ・JTB等） 

・１５年１２月 団体旅行の入場開始 （はとバス・読売旅行等、修学旅行団体） 



■『SKYTREE ROUND THEATER™』  
・天望デッキ フロア３５０の窓ガラスに、臨場感溢れる音響とともに迫力ある映像を投影 

 夜間における展望台の魅力をさらに高める演出により、集客力の強化を推進 

 【オープン日】１６年３月１８日   【投影ガラス面積】 横幅 約１１０ｍ × 高さ 約２ｍ 

■『STAR WARS TOKYO SKY WALK   

            at TOKYO SKYTREE 』  
・映画の世界観を体感できる空間演出 

・ライトセーバーに見立てた記念ライティング 

・オリジナル商品の期間限定販売 
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話題性の高い特別企画・イベント開催による賑わいの創出 

～夜間時間帯等における集客力の強化～ 
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第一弾プログラム 『WIPE UP！』 
 

・天望デッキの窓ガラスを清掃員チームが窓拭きしているように見える映像 

・目の前に清掃員に扮したリアルなパフォーマーや音楽隊も登場、 

 生演奏などを繰り広げるエンターテイメントショー 

【公演回数】 ３回／日（回数・開演時刻は季節に応じて変動） 

【公演時間】 約１５分 

 

１５年１１月１８日～１６年２月１１日開催 天望回廊装飾 

                © & TM Lucasfilm Ltd. 

来場者の維持拡大 

  

基本戦略２ 東京スカイツリータウンの継続的な収益力強化  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

® 



■海外プロモート活動の展開（海外で開催の国際旅行博出展等）  
・香港国際旅行展示会（１５年６月）、タイ国際旅行フェア（１５年８月・１６年２月）、 

台北国際旅展（１５年１１月）等 

                  （団体来場者のみ） 

  台湾３６千名（前年度比１．１倍） 香港８千名（同２．２倍）  

中国５千名（同４．７倍）  タイ４千名（同１．３倍） 

 【メディア誘致宣伝】 

  ・日経ＣＮＢＣ番組内広告ＣＭ放映：アジア１６か国（韓国、中国、台湾、香港、タイ、インドほか） 

  ・タイＴＶ日本紹介人気番組「すごいジャパン」取材誘致 

  ・日本政府観光局（JNTO）、東京観光財団（TCVB）等招聘海外メディア取材の 

積極的な受入 
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海外プロモート活動の展開・商品開発 

        ～インバウンド獲得への取組み強化～ 
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１５年度来場者実績 

来場者の維持拡大 

  

基本戦略２ 東京スカイツリータウンの継続的な収益力強化  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

■訪日外国人旅行者専用入場券『Fast Skytree Ticket』の販売 

・１５年度 累計約２１万枚 発売 

１５年度 Fast Skytree Ticket 販売実績 

■海外に向けたホームページの改修 
・多言語HPの既存言語（英語・中文繁体字・中文簡体字・韓国語）の情報を拡充 

・多言語HPにタイ語のホームページを新設 

東京スカイツリー®来場者（個人）に占める 

外国人（個人）割合 



■積極的なテナント入替等の実施 

・ファッション＆雑貨ゾーンのリニューアル 

⇒インバウンドを意識し、伝統や技術を生かした日本の新しいモノづくりの専門店等   

 話題性や独自性の高いテナントを誘致 

・年間約３０店舗のテナント入替を実施し、継続的に鮮度・魅力を向上 

 
 
 

■今後のテナント入替計画 

・物販店舗を中心とした５年定期賃貸借契約期間満了に伴うリニューアルを計画的に実施 

・「つくる×つかう＝にぎわう」をコンセプトに３００店舗以上で構成されており、 

 これからもより多くのお客さまに選ばれる施設を目指す 
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東京ソラマチのテナント入替と各種イベントによる集客力の強化  
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東京ソラマチ 

前年度実績を上回る売上を達成（前年度比１００．４％） 

来場者の維持拡大 

  

基本戦略２ 東京スカイツリータウンの継続的な収益力強化  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

■周年記念やシーズンに応じたイベントを開催 

・４周年やクリスマスを契機とした集客イベントや、販売促進策を実施 

   （フラワーカーペット、大道芸フェスティバル、イルミネーション等） 

スカイアリーナのフラワーカーペット（イメージ） 

大道芸フェスティバルの様子 
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基本戦略３ 沿線の生活価値の向上  沿線拠点の強化 
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■市街地再開発 事業スケジュール（案） 

池袋副都心再生のリーディングプロジェクトとして 

池袋駅西口地区市街地再開発を積極的に推進 

■池袋駅西口地区市街地再開発準備組合  設立 

 【池袋駅西口地区市街地再開発準備組合の概要】 

  設    立 ：１５年１２月１１日 

  面    積 ：約４．５ｈａ  

  参  加  者：事業地域内の地権者 ９２名 （理事２０名、監事２名） 

           ※準備組合加入率 ７２％（１６年４月１８日現在） 

  事業協力者：三菱地所株式会社・三菱地所レジデンス株式会社 

１５年７月 

特定都市再生緊急 
整備地域に指定 ※    

１５年１２月 

準備組合設立 

１８年度末 

都市計画決定 

１９年度末 

組合設立認可 

２１年度末 
権利変換 

計画認可 

池袋駅西口 

１６年４月１９日開催 池袋駅西口地区市街地再開発準備組合臨時総会資料より 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 

※ 都市再生緊急整備地域のうち、国際競争力強化に特に有効な地域として政令指定する地域 

   東京都内では、東京都心・臨海地域、品川・田町駅周辺地域、新宿駅周辺地域、渋谷駅周辺地域に続き、5地域目の指定 



曳舟駅に駅直結の拠点病院を建設（１７年春開業予定） 

～駅を中心とした地域の活性化を推進～ 
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■曳舟駅直結の拠点病院 

・東京都災害拠点病院であり、災害派遣医療チームを有する
伯鳳会を駅に誘致し、地域の活性化及び安全、安心、快適な
まちづくりを推進 

 

 

 

 

 
 

 【施設概要】 

 ・敷地面積  ２，９９９.００㎡  ・延床面積  ９，７３３.９４㎡ 

 ・賃貸先   医療法人伯鳳会 ・病床数   １９９床（予定） 

曳舟駅に直結した拠点病院（イメージ） 
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Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略３ 沿線の生活価値の向上  沿線拠点の強化 

■曳舟駅高架下店舗建設（ １６年度 下期竣工予定） 

・病院開業に合わせ、改札口周辺から病院入口までの動線上
に魅力的な店舗を配置し、利便性の向上を図る 



■駅直結商業施設、駅ナカ店舗の建設計画 ・リニューアル 
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駅直結・駅スペースを活用した積極的な商業施設の展開 

「EQUiA成増」 グランドオープン 

和光市 ・駅南口ビル建設（ １８年度 下期竣工予定） 

朝霞台 ・駅ビル建設 

北千住 ・駅センターゾーンリニューアル（１７年度 上期竣工予定） 

志木 ・東口駅ビルリニューアル（ １６年度 下期竣工予定） 

曳舟 ・駅高架下店舗建設（ １６年度 下期竣工予定） 

「イケチカ ダイニング」 グランドオープン（イメージ） 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略３ 沿線の生活価値の向上  駅スペースを活用した商業施設の魅力向上 

■「EQUiA（エキア）成増」 グランドオープン 

・１６年３月２５日 成増南口駅ビル・橋上店舗 全１９店舗 

・「よりみちキッチン」をコンセプトに、人気グロサリーショップや 

  沿線ゆかりの店舗、バラエティー豊かなスイーツショップを展開 

■梅島高架下店舗グランドオープン 

・１６年３月２４日（サイゼリヤ）、３月２８日（東武ストア）オープン 

・高架下の利活用による、更なる生活利便性の向上 

■「イケチカ ダイニング」グランドオープン 

・１６年５月２４日池袋駅西口地下に５店舗が順次オープン（全店池袋エリア初出店） 

・「働く女性がちょっと一息つける都会のプチオアシス」がコンセプトの飲食店を展開  



■主な戸建・土地分譲実績と今年度の計画 

■販売予定（新規）のマンション 

■１５年度マンション実績 
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物件名 所在地　/　竣工年月
総戸数

（単位：戸）
15年度

引渡実績
16年度

引渡予定

ブリリアときわ台ソライエレジデンス 板橋区　/　14年11月 329 52

ソライエR東武サンライト杉戸高野台 杉戸町　/13年度から順次 68 26

ソライエ柏豊四季 柏市　/　15年8月 91 88 3

15年度
完売

ソライエ船橋塚田（イメージ） 

マンション・戸建・土地分譲 

～安心して快適に暮らせる「選ばれる沿線」へ～       
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15年度 引渡実績 16年度 引渡予定

戸建 25 30

土地 57 40

南栗橋 土地 81 44

滑川月輪 土地 114 71

清水公園

場所

ソライエ清水公園アーバンパークタウン（イメージ） 

物件名 所在地　/　引渡年月（予定） 総戸数（単位：戸）

ソライエ船橋塚田 船橋市　/　17年  3月 129

パークホームズ船橋塚田 船橋市　/　17年  3月 107

ソライエ若葉 坂戸市　/　17年  3月 92

(仮称)川口市東川口マンション 川口市　/　17年 12月 50

(仮称)板橋区成増マンション 板橋区　/　18年  3月 111

(仮称)葛飾区小菅マンション 葛飾区　/　19年  2月 190

(仮称)草加市松原マンション 草加市　/　19年  3月 310

(仮称)流山市マンション 流山市　/　19年  5月 約350

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略３ 沿線の生活価値の向上  定住化促進 

（単位：戸・区画） 

ソライエ若葉（イメージ） 



■学童保育所 

■保育園 
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駅チカ保育園・学童保育所の積極的な展開 

～ますます子育てしやすい沿線へ～ 

物件名 開　設

北千住駅（足立区） 【仮称】北千住どろんこ保育園　
認可

（予定）
１７年４月
（予定）

梅島駅（足立区） 【新設】日生梅島第二保育園ひびき 認可 １６年４月

大師前駅（足立区） チェリッシュ大師前駅 認可 １２年４月

松原団地駅（草加市） 草加松原どろんこ保育園 認可 １５年４月

北越谷駅（越谷市） 第二おおたけ保育園 認可 １５年４月

江戸川台駅（流山市） ぽけっとランド江戸川台駅前保育園 認可 １３年４月

新船橋駅（船橋市） 【新設】日生新船橋保育園ひびき 認可 １６年４月

ときわ台駅（板橋区） ポピンズナーサリースクールときわ台 認証 １２年４月

志木駅（新座市） 志木駅前そらいろ保育園 認可 １５年４月

川越市駅（川越市） 増美保育園　田町 認可 １５年４月

若葉駅（鶴ヶ島市） はちの巣保育園 認可 １３年４月

東武
ｽｶｲﾂﾘｰﾗｲﾝ

東武
ｱｰﾊﾞﾝﾊﾟｰｸﾗｲﾝ

東上線

路線・駅
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日生新船橋保育園ひびき 

日生梅島第二保育園ひびき 

物件名 開　設

東武
ｽｶｲﾂﾘｰﾗｲﾝ

越谷駅（越谷市） 【仮称】越ヶ谷学童保育室
１７年４月
（予定）

つきのわ駅（滑川町） 滑川町学童第５わくわくクラブ １３年４月

つきのわ駅（滑川町） 滑川町学童第６わくわくクラブ １６年４月

東上線

路線・駅

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略３ 沿線の生活価値の向上  生活支援事業の展開 

滑川町学童第６わくわくクラブ 
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基本戦略４ 観光戦略の展開 インバウンド獲得への取組み強化  

東武鉄道沿線におけるインバウンド・観光の拠点 
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Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 



■訪日外国人観光客向け商品の販売促進 

 【インバウンドパス発売実績（東武鉄道）】※ＫＡＷＡＧＯＥ ＤＩＳＣＯＵＮＴ ＰＡＳＳは１５年２月発売開始 

 

 
＋38.1％ 

＋38.3％ 

13年度 14年度 15年度 
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インバウンド獲得に向けた商品造成と需要の取り組み 
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■ショッピング付き旅行商品の新規販売 

 ・TOKYO ＳKYTREE® with Shopping Plan at TOKYO Solamachi ® 

  を新たに発売、３ヶ月で６６５件の売上 

■アジア各国の訪日旅行需要の取り込み 

・台湾、香港、タイ、上海での旅行博への出展 

・トップツアーズバンコク現地法人を活用した現地営業活動 

・台湾、香港の著名ガイドブック『終極天書』への記事掲載 

・ＪＡＬジャカルタ支店やANA上海支店とのファムトリップ実施 

■台湾鉄路管理局との友好鉄道協定締結 

 ・記念式典開催、記念乗車券発売、乗車券相互利用実施 

 ・台湾鉄路管理局「普悠馬号」の塗装を施したりょうもう号を 

運行予定 

「普悠馬号」の塗装を施した 

りょうもう号（イメージ） 

台北旅行博での出展ブース 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略４ 観光戦略の展開 インバウンド獲得への取組み強化  

浅草外国人旅行センター利用客数 

企画券名 １４年度 １５年度 増減 増減比
ＡＬＬ　ＮＩＫＫＯ　ＰＡＳＳ 15,862枚 21,870枚 +6,008枚 +37.9％
２ＤＡＹ　ＮＩＫＫＯ　ＰＡＳＳ 19,019枚 24,351枚 +5,332枚 +28.0％
ＫＩＮＵＧＡＷＡ　ＴＨＥＭＥ　ＰＡＲＫ　ＰＡＳＳ 3,576枚 4,184枚 +608枚 +17.0％

日光・鬼怒川エリア合計 38,457枚 50,405枚 +11,948枚 +31.1％

ＫＡＷＡＧＯＥ　ＤＩＳＣＯＵＮＴ　ＰＡＳＳ ※　659枚 5,156枚 +4497枚 -
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インバウンド獲得に向けた情報発信と受け入れ体制の整備 
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■取り組みと他社連携 

 ・訪日外国人向けガイドサービス「LIVE JAPAN PERFECT GUIDE TOKYO」への 

参画と、株式会社ぐるなびとの連携 

 ・Time Out Tokyoと連携した浅草･すみだマップの作成、出稿 

 ・『TOBU SAKURA MATSURI 2016』の開催（季節毎にイベント開催予定） 

■WEBサイト・SNSの積極的な活用 

・東武グループインバウンド向けSNSの開設検討 

・パワーブロガー、インフルエンサーの積極的な活用検討 

・グループ各社のインバウンド用WEBサイトのリニューアル促進 

・日本政府観光局（JNTO）WEB・Facebookへの掲載や外国語リリースの発信 

・ミスインターナショナルの東京スカイツリータウンへの誘致とSNSによる情報発信 

■FREE Wi-Fiエリアの拡大とムスリム対応 

 ・TOBU FREE Wi-Fi導入駅を21駅から122駅に大幅拡大 

 ・沿線主要駅で『訪日外国人向け観光ご案内ボート』の設置検討 

 ・東武ワールドスクウェアで、ムスリム礼拝所とハラルメニューを導入 

ミスインターナショナル誘致の様子 

浅草・すみだマップ 

LIVE JAPAN（イメージ）  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略４ 観光戦略の展開 インバウンド獲得への取組み強化  
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既存ホテルのリニューアルと新規ホテルの建設 

～インバウンド競争力の強化～ 
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■新規ホテルの建設（中央区銀座六丁目地区） 

 ・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催時期
までの開業をめざし、隣接する『コートヤード・マリオット銀
座東武ホテル』とのシナジー効果を生み出す新規ホテル
の建設を検討中 

■既存ホテルのリニューアル 

・外国人宿泊者数の増加を受け、既存ホテルのリニューアルを積極的に推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外国人宿泊者数の推移】 １５年度 １４年度 

成田東武ホテルエアポート 
コートヤード・マリオット 

銀座東武ホテル 
東武ホテルレバント東京 

成田東武ホテルエアポート 改装後のファミリールーム 

コートヤード・マリオット銀座東武ホテル改装後のダブルルーム  

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略４ 観光戦略の展開 インバウンド獲得への取組み強化  

中央区銀座六丁目地区周辺地図 

新規ホテル建設検討地 
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■ＳＬ復活運転計画概要 

・運転開始時期 １７年夏目途 

・運転予定区間 下今市～鬼怒川温泉間 １２．４ｋｍ 

・土休日を中心に年間最大１４０日程度（３往復程度/日） 

ＳＬ復活運転（１７年夏運転開始予定） 

～鉄道会社ならではの観光戦略を展開～ 

    33 All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016     33 

■下今市駅舎改修とＳＬ見学エリアの整備 

・ＳＬの発着駅となる下今市駅は、昭和レトロ感のある駅舎に改修 

・下今市駅構内にはＳＬの雄姿を間近で見学できるエリアを整備 

ＳＬ発着の拠点となる下今市駅（イメージ） 

■乗務員・検修員の養成を開始 

・全国の鉄道会社の協力により、運行に 

  必要な要員の養成に着手 

検修員養成の様子 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略４ 観光戦略の展開 日光・鬼怒川地区の活力創出 
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日光レークサイドホテルの建替えと中禅寺湖遊覧船の新造 

～日光地区の更なる魅力を創出～ 
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■日光レークサイドホテルの建替え 

・多くの外国人観光客が訪れる日光において、 

ブランド力を引き上げ、国際的にアピールできる 

ホテルとすべく、抜本的な建替え計画を検討中 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略４ 観光戦略の展開 日光・鬼怒川地区の活力創出 

新型船（イメージ） 

■中禅寺湖遊覧船の新造 

・現在運航中の２艘に加え、 １７年夏頃に定員４００
人程度を想定した新型船１艘を導入予定 

・船内電力の一部に太陽光を使用し環境に配慮 

・先頭２階部分に特別展望室を配備 

建替え
計画地 

中禅寺湖 

建替え計画地周辺地図 



■東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会オフィシャル旅行サービスパートナーに決定 

   【契約期間】 2016年3月31日～2020年12月31日 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

東武トップツアーズの事業展開 
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【契約内容】～オフィシャルパートナー（旅行業務およびナショナルトリップホスピタリティー）～ 
 呼称やマークなどを使用し、オリンピック・パラリンピックムーブメントの盛り上げや、 
 日本代表選手の支援、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の成功に貢献する 

Ⅱ.｢東武グループ中期経営計画｣の推進 
基本戦略４ 観光戦略の展開 その他の取り組み  

■インバウンド営業の強化 
・拡大するアジアマーケットを狙い、新規現地法人 

 （バンコク）を１５年７月に設立 

・東京スカイツリー、日光・鬼怒川など沿線観光地   

 への送客力の向上 

■団体旅行の営業力強化 
・スポーツ対応分野の強化 

・教育旅行、ＭＩＣＥ分野の強化 

・法人営業、訪日観光団体営業の強化 

・新規マーケット開発機能の強化 

■新ブランド 「Feel」発売開始 
・１６年度より旧東武トラベル「ユニック」と旧トップツアー「ＣＵＴＥ」を統合 

・コンセプトは「私たちが創る新しい旅をお客様に感じていただきたい」 
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

（単位：億円） １ 利益計画(連結)  
１６年度 

（計 画） 

１５年度 

（実 績） 
増 減 

 営 業 収 益 ５，８５５ ５，７４３ １１２ 

 営 業 利 益 ６５０ ６４４ ６ 

 経 常 利 益 ５６６ ５６０ ６ 

 親会社株主に帰属 

 する当期純利益 
３３７ ２７３ ６４ 

  利 益 剰 余 金 １，７８７ １，５２７ ２６０ 

 営業利益ＲＯＡ※ ４．１% ４．０% ０.１P 

  ＲＯＥ※ ８．４% ７．１% １.３P 
※営業利益ROA=連結営業利益÷{(期首総資産＋期末総資産)÷２} 

※ROE=親会社株主に帰属する当期純利益÷{(期首自己資本＋期末自己資本)÷２} 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

（単位：億円） 

２ キャッシュフロー計画(連結)  

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

１６年度 

(計  画) 

１５年度 

(実  績) 
増 減 

 EBITDA   １，１８４ １，１７３ １１ 

   (営業利益) （６５０） （６４４） （６） 

   (減価償却費) （５３４） （５２９） （５） 

 有利子負債残高 ８，０４０ ８，２３５ ▲１９５ 

 有利子負債／ 

 ＥＢＩＴＤＡ倍率 
６．８（倍） ７．０（倍） ▲０．２（P） 

 純工事額 ６６２ ６９３ ▲３１ 
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

（単位：億円） 

３ セグメント別営業利益計画 

１６年度 

(計  画) 

１５年度 

(実  績) 
増 減 

  運    輸 ３７９ 
（４．１%） 

３７６ 
（４．１%） 

３ 
（０．０P） 

 レジャー ７７ 
（３．９%） 

８２ 
（４．４%） 

▲５ 
（▲０．５P） 

  不  動  産 １４２ 
（３．４%） 

１４０ 
（３．４%） 

２ 
（０．０P） 

  流      通 １４ 
（１．４%） 

４ 
（０．４%） 

１０ 
（１．０P） 

  そ  の  他 ４１ 
（１．９%） 

５２ 
（２．５%） 

▲１１ 
（▲０．６P） 

（各ｾｸﾞﾒﾝﾄ合計値と連結営業利益との差額：ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引等に関わる消去額） 

（下段カッコ：営業利益ＲＯＡ） 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

１６年度 

（計 画） 

１５年度 

（実 績） 
増 減  

営業収益 ２，１８８ ２，１６６ ２２ 

鉄 道 １，６３０ １，６１５ １５ 

その他 ５５８ ５５１ ７ 

営業費用 １，８０９ １，７９０ １９ 

鉄 道 １，２９３   １，２８３ １０ 

その他 ５１６ ５０７ ９ 

営業利益 ３７９ ３７６ ３ 

鉄 道 ３３７ ３３２ ５ 

その他 ４２ ４４ ▲２ 

（単位：億円） 

《運輸事業》 

主な増減要因 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

注 

注　東武鉄道　鉄道業　物件費 　＋３７
　　　　　　　　　　　人件費　 ▲２７
　　　　　　　　　　　諸税 　　　＋６
　　　　　　　　　　　動力費　　 ▲４
　　　　　　　　　　　減価償却費 ▲３



主な増減要因 
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

（単位：億円） 
《レジャー事業》 

１６年度 

（計 画） 

１５年度 

（実 績） 
増 減 

営業収益 ８００ ７９０ １０ 

ホテル １７９ １７１ ８ 

スカイツリー １５０ １５１ ▲１ 

その他 ４７１ ４６８ ３ 

営業費用 ７２３ ７０８ １５ 

ホテル １７１ １６４ ７ 

スカイツリー ９４ ９２ ２ 

その他 ４５８ ４５２ ６ 

営業利益 ７７ ８２ ▲５ 

ホテル ８ ７ １ 

スカイツリー ５６ ５９ ▲３ 

その他 １３ １６ ▲３ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

※東京スカイツリー入場者数
　16年度計画　約474万人
　15年度実績　約479万人



主な増減要因 
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

（単位：億円） 
《不動産事業》 

１６年度 

（計 画） 

１５年度 

（実 績） 
増 減 

営業収益 ５９５ ５４５ ５０ 

賃 貸 ３４６ ３３３ １３ 

タウン １２６ １２８ ▲２ 

分 譲 １２３ ８４ ３９ 

営業費用 ４５３ ４０５ ４８ 

賃 貸 ２３２ ２１５ １７ 

タウン １０６ １１０ ▲４ 

分 譲 １１５ ８０ ３５ 

営業利益 １４２ １４０ ２ 

賃 貸 １１４ １１８ ▲４ 

タウン ２０ １８ ２ 

分 譲 ８ ４ ４ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

※スカイツリータウン来場者数

　16年度計画　約3,300万人

　15年度実績　約3,360万人

分譲販売戸数 単位：戸

１６年度
計　画

１５年度
実　績

対計画
増　減

戸建住宅 32 38 ▲ 6
マンション 331 166 165
戸建住宅 32 38 ▲ 6

マンション 256 134 122

販売戸数

持分換算後
販売戸数
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

１６年度 

（計 画） 

１５年度 

（実 績） 
増 減 

営業収益 ２，０１１ １，９９４ １７ 

百貨店 １，７９１ １，７７４ １７ 

その他 ２２０ ２２０ ０ 

営業費用 １，９９７   １，９９０ ７ 

百貨店 １，７８５ １，７７９ ６ 

その他 ２１２ ２１１ １ 

営業利益 １４ ４ １０ 

百貨店 ６ ▲５ １１ 

その他 ８ ９ ▲１ 

（単位：億円） 

《流通事業》 

主な増減要因 

注 
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注
　池袋店　　　　　１２
　宇都宮店　　　　　４
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Ⅲ．２０１６年度 計画 

１６年度 

（計 画） 

１５年度 

（実 績） 
増 減 

営業収益 ８９４ ９１０ ▲１６ 

営業費用 ８５３ ８５８ ▲５ 

営業利益 ４１ ５２   ▲１１ 

（単位：億円） 

《その他事業》 

主な増減要因 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 
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（単位：億円） ４ 鉄道単体 

Ⅲ．２０１６年度 計画 

１４年度 

（実績） 

１５年度 

（実績） 

１６年度 

（計画） 

１６年度－１５年度 

  （計画）    （実績） 

営業収益 ２，２１８ ２，２２６ ２，２７９ ５３ 

営業費用 １，８４４ １，７５３ １，７９９ ４６ 

営業利益 ３７４ ４７３ ４８０ ７ 

経常利益 ３００ ３８６ ３９４ ８ 

当期純利益 ２００ ２２４ ２４４ ２０ 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

444  
504  
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759 816 
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利益剰余金の推移 （億円） 

第２四半期末 期　末 合　計

３円００銭 ３円００銭 ６円００銭

３円００銭 ３円００銭 ６円００銭

基準日
１株あたり配当金

16 年 3 月 期

17 年 3 月 期
（ 予 想 ）
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（参考）中期経営計画の進捗状況 

All rights reserved. Copyright © TOBU RAILWAY CO.,LTD. 2016 

営業利益 

６５０億円 

売上高 

営業利益率 

１０％以上 

有利子負債／ 

ＥＢＩTＤＡ倍率 

７倍程度 

16年度（最終年度）の連結目標数値 

当期純利益 

３２０億円 

  １5年度 
実 績 

16年度 
計 画 

16年度 
中期経営 

計 画 
差 引 

  

営業収益（億円） ５，７４３ ５，８５５ ６，０７０ ▲２１５ 
営業利益（億円） ６４４ ６５０ ６５０ ０ 
経常利益（億円） ５６０ ５６６ ５３５ ３１ 
親会社株主に帰属する 
当期純利益（億円） ２７３ ３３７ ３２０ １７ 

売上高営業利益率（％） １１．２ １１．１ １０．７ ０．４ 

減価償却費（億円） ５２９ ５３４ ５２７ ７  

EBITDA（億円） １，１７３ １，１８４ １，１７７ ７ 

有利子負債（億円） ８，２３５ ８，０４０ ８，４００ ▲３６０ 
有利子負債／ 

EBITDA倍率 （倍） ７．０ ６．８ ７．１ ▲０．３ 

8.0
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13年度 14年度 15年度 16年度 

営業利益（左軸） 

当期純利益（左軸） 

売上高営業利益率（右軸） （億円） （％） 

6.4

6.6

6.8

7.0

7.2

7.4

7.6

7.8

8.0

8.2

8.4

7,500

8,000

8,500

9,000

13年度 14年度 15年度 16年度 

有利子負債残高と 

有利子負債／ＥＢＩＴＤＡ倍率の推移 

有利子負債残高（左軸） 
有利子負債／ＥＢＩＴＤＡ倍率（右軸） 

  
（倍） （億円） 
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東武グループ中期経営計画2014～2016 

○ 新藤原 

鬼怒川温泉 
赤城 

葛生 

東武日光 
○ 下今市 

東武宇都宮 伊勢崎 

太田 

寄居 
○ 東小泉 

館林 
 新栃木 西小泉 

○ 

栗橋 
森林公園 

久喜 ○ 

越生 
坂戸 

川越 

岩槻 
○ 

至つくば 

大宮 
流山おおたかの森 

至水戸 

柏 
和光市 大師前 ○ ○ 

○ 北千住 赤羽 
● 

  成田スカイアクセス線    曳舟 
○ 

○ ○ 押上 
上野 ○ 

新宿 
 錦糸町 

渋谷 
至中央林間 

中目黒 ● 至新木場 

新鎌ヶ谷 

船橋 

浅
草 

横浜 

西新井 

清水公園 

他社路線 

池袋 

秋葉原 

新越谷 

東武動物公園 

東武本線 

伊勢崎線 

日光線 

亀戸線 

大師線 

野田線 

東武東上線 

佐野線 

桐生線 

小泉線 

宇都宮線 

鬼怒川線 

東上本線 越生線 

※路線愛称名を導入（12年3月17日） 
  伊勢崎線 浅草・押上⇔東武動物公園間 
    「東武スカイツリーライン」が誕生 

亀戸 

元町・中華街 
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基本戦略 

１ 

  鉄道事業の利便性・安全性の向上 
  ◇東武アーバンパークラインの利便性・ 

                 快適性の向上  

  ◇質の高い輸送サービスの提供 

  ◇安全性の向上 

２ 

東京スカイツリータウンの 
        継続的な収益力強化 
◇東京スカイツリータウン来場者の維持拡大 

◇地域との連携によるエリア全体の活性化 

◇東武グループ各社による収益拡大 

３ 

 沿線の生活価値の向上 
 ◇沿線拠点の強化    

 ◇駅直結・駅スペースを活用した 

              商業施設の魅力向上 

 ◇定住化促進と生活支援事業の展開 

４ 

観光戦略の展開 
◇訪日外国人観光客向けサービスの拡充 

◇日光・鬼怒川地区等沿線観光地の 

                   活力創出 

※路線愛称名を導入（14年4月1日） 
  野田線「東武アーバンパークライン」が誕生 

と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー 

至喜多方 

朝霞台 

春日部 

  

武蔵浦和 
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当該資料に関する注意事項 
 

   この配布資料に記載されている利益等の計画値については､当社および当社グループ会社の
事業に関連する業界の動向についての見通し等、 国内および諸外国の経済状況その他業績に
影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報を基にした予想を前提としています。  
 従って、実際の業績は経営環境等の変化に伴い､この配布資料に記載されている見込値とは
異なる場合がありますことをご承知おきください。 

              

 

 Sky Restaurant 634(musashi)からの夜景 


